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2-12-12-12-12-1．．．．．一期工事の計画一期工事の計画一期工事の計画一期工事の計画一期工事の計画

2-22-22-22-22-2 一期工事部分調査一期工事部分調査一期工事部分調査一期工事部分調査一期工事部分調査

図２　図２　図２　図２　図２　 施工前施工前施工前施工前施工前

街路周辺部を含街路周辺部を含街路周辺部を含街路周辺部を含街路周辺部を含
めて街路空間とめて街路空間とめて街路空間とめて街路空間とめて街路空間と
する。する。する。する。する。
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凡　例

Ｐ1

Ｐ2

電柱取付ブラケット

自立門灯

Ｐ1

29台

25台

器具記号

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

ＡＣ

Ｐ４

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ｓ１

器具名称

ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝﾎ゚ ﾙー

電柱付防犯灯

自立門灯

役場ﾎﾟｰﾙ灯

ﾌ゙ ﾗｹｯﾄ

既存ﾌﾞﾗｹｯﾄ+昼光ｾﾝｻｰ

ｽﾎ゚ ｯﾄﾗｲﾄ

屋外ｺﾝｾﾝﾄ

ﾌ゙ ﾗｹｯﾄ

光源

電球型蛍光灯25W(電球色)

電球型蛍光灯25W(電球色)

電球型蛍光灯13W(電球色)

ﾊｲｶﾗｲﾄ150W

電球型蛍光灯13W(電球色)

電球型蛍光灯9W(電球色)

ﾋ゙ ﾑーﾗﾝﾌ゚ 150W

2kVA相当

数量

５

３４

３４

５

３

５

３

2ケ所

６



【既往研究】1）’街路空間の光環境の在り方’に関する研究その1～その5，２)街路照明における空間
認知に関する基礎的検討，建築学会学術講演梗概集，2000-2002.
【参考文献】3)歩行者の注視傾向からみた空間把握に関する研究 日本建築学会計画系論文集，1999.6,
4）『道路照明施設設置基準・同解説』日本道路協会，1981.4. 5）『道路照明基準』JIS  Z9111-1988,1963.
　6）街路照明適正化に関する調査研究委員会』照明学会関西支部，1985,

　評価結果の集計・分析を行い、既往研究より着目した「空
間を把握できるか」、「人が潜んでいそうか」をもとに夜間の
空間特性の分布を示した。（図10,11）この結果、施工後は奥
行きの浅いボイドや間口が比較的狭いボイドでは特に改善が
見られ空間認知の度合いが高まるとともに、不安感が軽減さ
れたことがわかる。これは、ボイドなどの街路周辺部に光源
が設置されたことでこれまで把握できなかった空間の認知が
容易になり、用途が分かったり、そこに人がいないだろうと
予想できることで不安感が減ったものと考えられる。また、ボ
イド内の照度を計測した結果、v12では平均78.5(lx)と明るい
が印象は変化せず、v17は 0.1(lx)と暗いが変化が見られる。
（図11）よって、空間認知や不安感に対する印象は一概に照度
によらないと考えられる。（図12）不安感を軽減できなかった
ボイドには「奥行きの深いボイド」が多く、その深さのため
ボイド空間を把握しきれないものと考えられる。また、

（図
13）

3.3.3.3.3.実地実験概要実地実験概要実地実験概要実地実験概要実地実験概要（（（（（二二二二二期期期期期工工工工工事事事事事部部部部部分分分分分）））））

（図14）
なるべく面で光らせることを考慮し

た行燈（図15）を

図16

4.4.4.4.4.実験結果実験結果実験結果実験結果実験結果

3.3.3.3.3.まとめまとめまとめまとめまとめ
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表１．表１．表１．表１．表１．印象評価項目印象評価項目印象評価項目印象評価項目印象評価項目
Q ＋・1・2・3・4・5・-
1 空間把握ができる－把握ができない
2 人が潜んでいそう－潜んでいなさそう
3 明るい－暗い　　　　　　　
4 安心－不安

空間に人が潜んで
いそうな度合い

空間が把握できない
度合い

Sample

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

明るい

暗い暗い

81%

19%

設置前と設置後でどう感じますか？
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78.5(lx)78.5(lx)78.5(lx)78.5(lx)78.5(lx)

0.1(lx)0.1(lx)0.1(lx)0.1(lx)0.1(lx)

v12v12v12v12v12

v17v17v17v17v17 ＊図中の○○○○○は設置後に
評価が改善された箇所

図図図図図 1111111111．．．．．設置後設置後設置後設置後設置後

図図図図図1010101010．．．．．現状現状現状現状現状

A Study on Luminous Conditions in Consideration of the Street Circumference Area at night

-Town planning maintenance of Ono-mura, Iwate-

現状

設置後

平均水平面照度（lx）

現状

設置後

2.67
1.13

住民同士が
お互いを熟知

夜間歩行
頻度が低い

道幅が広い ボイドが深い

歩道空間の
足元

必要な光環境
歩くための
空間認知


